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Fig ．5． 皿 e もapkase に お け る het・erochromOsQme の 接合 形 （a ）， 若 し こ tL　lt　ant6some

　　の 如 く 継 rad を 作 る場 合 に は 接 er　i り fitvて 重 な り （b）の 如 くな る 。
　 polar　granule ，

　 fibeT　atSachment の 關係 か 示 す 。

哺 乳 動 物 の 染 色 體 に 就 い て

蓑 内 收

　 哺乳動物 の 染色體 は 早 くか ら多 くの 學者 に よ 1） て 研 究 され た が 遘當の 保存法 が 見 出 さ れ な い た め に 直

翅 目録 の そ れ ら とは 異 な り諸學 者 の 見解 が 一
致 して ゐ な い o こ れ 著者 が こ こ に 新 ら し く もな い 表題 の 許

に 論ず るYr以 で あ る 。 箸者 は 先 に 白鼠 の 染 色體 の 醗 究 を 發 表 し た が 今 こ t で は 南京 鼠 及 犬 の 染色te　rLつ

い て 論 じや う と 思 ふ の で あ る 。

　 南京鼠 の 染色漿 に つ い て は 多 くの 硯究 が 發表 さ れ て 居 る けれ ど も碧井 （
’23）， Cox 俘 6）の 研 究 に エ リて

そ の 染色體 の 40で あ る こ と が 略 ヒ決定 され た
。 然 しそ の 形 及 行動 に っ い て は 逡憾 の 黙 が 多 い o 署 者 は こ

れ ら の 點 を 明 に ぜ ん た め に 甫京鼠 の 揚合 に 就 い て 磅 究 姦rな し た o

　南 京 鼠 の 精 原 細胞 に は 二 種 ある 。 帥 ち earlier 　spermatogonium と 1ater　sper −

matobcroniu 皿 で あ る 。
　 Earlier　spernlatogonium の 染色體 は 比 較 的 長 く鋼 伏に し

て 少 し曲 つ て 居 るthglater　spermatogonium の それ は 短 い 棒 歌 の 少 し曲 つ た もの

で あ る 。 叉 前者 の 赤遺 板 は 後者 の そ れ に 比 して 大 き　t ・
。 染 色體 の 數 は V ・つ れ も

40 で あ bchromOSOmes の 且ber 盈tむaGhment は t・elomitic で あ る
。

　第 一精 原 細 胞 の 染色體 は het・erochromosome を除 け ば皆一一樣の 形 を もつ て居

る
。 部 ち極 よ う見 れば 二 つ の coc ．cus

−like の 竜の が 飆 抱 い て 居 る
。
　 hotergch−

romosome は XY 型 で あ bX が 長 く Y が 短 い
。
　 X は 他 の alltochremosome と

異 つ た level に あ bY は そ れ らと同 一 の levelに あ る
。 第一

精 母 細 胞 の anaphase
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を極 よ b見 れ ば娘 染色體 は 皆 V 形 を な し V の 頂點 は 極 の 方 に 向 つ て 居 る。 各

の 娘 染 色 體は 相 野 す る 娘 染 色 醴 と形大 さ位 置 に も い て 一 致 す る が 只 一 對 一 致 し

な v ・
もの が あ る

。
こ れ 恐 ら く heterochromosome で あ ら5

． 南 京鼠 の heteroch−

romosome も臼 鼠 も 同樣 に telOmitic で あ る が 多 少趣 きを殊 に す る ． 即 ち X に

附着 す る 糸は 南 京鼠 に ゐ い て は Y に遠 v 端 に あ り自鼠 1僑 v ・て は Y に 近 v 端

に あ る
。 第一 精 母 細 胞 の 染 色體數は 20 で あ る

。

　第二 精 母 細胞 の metaphase の 染 色體は 第 一 精 母 細胞 の それ と杢 く同 形 で あ

る
。

V の 頂 點 は 皆 赤道 板 の 中心 の 方 に 向つ て居 る 。 染 色體 數 は eg−一．s 精 母 細胞 と

同 樣 20 で あ る け れ ども或者 に は X が あ ウ或 者 に は Y が あ る d

　染 色體 の 數 を 式 で 表 は せ ば

38 ＋ （X 十 Y ＞；40

ユ9 十　x ￥ 　　＝ 2 

lll妻 ：；1｝

sperma もogon 三Um

first　s1）Etrl）ユatocyte

seeond 　sperma 七  cぎte

　 　 　 　 　 　 　 　 　 の

　 犬 の 染 色體 の 研 究 もは や くか ら多 くの 學 者 に よ b て企 られ た が 染 色體 の 數は

未 だ 決 定 さ れ て 居 な い
。

RATH （’94）は 64 な らん と 云 ひ MA ，LonE 　〈
’18）は sper −

matogonium に 島 い て 21
、
且rst　sperma もocyLG に 必 い て 11 で あ bheteroehr。mo −

s ｛｝111e は XO 型 で あ る と云 ＄ 。
叉 PAInTEp，　（

’
24）は diPloid　nulnber が 52 或 は

それ 以上 だ と云 ふ。

　 署者 の 實驗 の 結 果 に 精 原 細胞 に は や は b 二 種 あ b 。

一 つ は earlier 　spermato −

gonium 他 は later　spermatogonium で あ る
。 染 色體 には 明瞭 な區 別 が な v ・

。 け

れ ど も赤 道 板 は 前者 に 比 し て 後 者 は 小 で あ b且 つ 染 色體 が Over 】ap し て居 る
。

精 原 、 卵 原 細 胞 共 に 染 色體 數 は 78 で あ b 犬 の 品 種 に よ b て數 の 差 異 が あ る樣

に は 思 は れ な い
。

fiber　 attachment は 大 抵 telomitic で あ る け れ ど も 中 k

adelemitie 或 は centrOmitic の もの が あ る樣 に 思 は れ る 。

　 Growth　period にあ い て tよ初 め 細 い 糸 と し て表 は れ leptonema　stage に ゐ い

て は 巳 に 各 染 色 體の jndividualityが 明 瞭 で あ る
。 叉 こ の 時 代の 系は spiral

structure を もつ て 居 る e
　 Pachynema に ゐ v ・

て は L の structure は 盆i≧明瞭 と

な bdip ］onema に あ い て は 一 つ の chromonema に deuble　spirals を見 出 す 〜：

とが 出 來 る
。

又 こ の 時代 に は homologous 　 chro 皿 osomes が end −to−end に

copjugate し て 居 る L と も明 瞭 に 見 る こ とが 出 來 る 。 即 ち double 　sp 玉rals は 一

價 の 染 色體 の 中 に あ る 樣 に 思 は れ る 。
Diakinesis に あ い て は 各 二 價 の chro 皿 o−

some が V 形 を有 し V の arms は double　spirals よ b な b頂 點 に は disjunetion

を 認 む る 1 とが 出 來 る
。

こ れ一 價の chromQSomes 　＝ つ が 一 端 に て接 し V 形 を

作 つ て居 る こ との 證 據 で あ る
。 部 ち犬 の tetrads は side −by−sidg 　eenjugation 　le
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よ b て 作 られ る に は あ らず し て en 　d−to−end 　conjUgation 　laよ b て作 らる る もの と

考 へ られ る
。

　Growth 　periodの heterochromosome の lder）tifieatioiiは 甚 だ困難 で は あ る が

pachytene　stage に ゐ い て V −form を作．　b　spji
’
ftl　structUre を 有 して 居 る

。
　V の

一
つ の arru は X に 當 う他 の arm は Y に あ た る 。 こ れ は 他 の autochr6mo 蓐OIReS

｝it上ヒして 濃 く染 う且 太 V ・
。

　Metaphase に ゐ い て は 大 抵 V −form の tetrads で あ る が 時 と し て は V の 端 が

接 近 して ぎing
−fOl’M と な る も の 竜あ る heteroch ］

’
omosDrne の 位 置 は 他 の 竜の と

多 少異 な る 。 皀ilち Yl
さ他 の autochr 。皿 ・son ユe と違 つ た levelに あ bX は 他 の

竜の と同一
の 1evclに あ る

。　
X の fiber　attachment は Y に 近 い end に あ る 。

こ れ は 白鼠 と同型 で あ る 。
X 及 Y の 大 さは 略 祠

一
で あ る が Y は 多 少 細 い

。 第
一

精 母 細 胞 の 染 色體 數 は 39 で あ る
。

　第二 精 母 細 胞 の metaphase は 臼鼠及 南 京鼠 に 似 て 居 る 。 この 分 裂 は異 型 的
で あ る

。 染 色體數 は 39 で あ る 。 　　　　　　　　
”

76 ＋ （X ＋ Y ）； 78

76 十 （X ÷ X ）＝ 78

38十 XY 　　 ＝ 39

1講　：黝

Sl ）ermatogonium

oogon ユum

f…rs士sperma も・ eyte

second 　spermatocyt 〔， ’

哺乳動 物 の h艪 roc 蚤ru 皿 。さOme は XY 型 で あ る 樣 に 患 は れ る
。

こ れ は XO 型 と

云 は れ た 白贔猫 等 に あ い て も實證 され る
。 猫 に つ V ・

て は い つ れ後 に 發 表 す る。

ウ ニ の 受精 に及 ぼ す水 素 イ オ ン 濃度の 影嚮 （豫報）

　　　　　　　　　　　　　林 　　　顧 　 三 　 郎

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 北 海迸帝國大學 動物學教室

　
バ 7 ン ウ ニ Stro　ngy ．locentretus？ntcd ・

tts を材料 と して H ．　W ．　S雌 TH （1924， 氏 の

方 法 で 各 異 つ た 濃度 の 水 素 材 ン を持 つ 溶 液 を働 ウ ニ の 成 熟卵 に 一 定時 問 作

用 さ して 後 流 水 に 移 し lllseminateして 受精 率 を 計 つ 一n 。

　ウ ニ の 卵 は pH 　4 よ 鍋 酸度 の 9Pt・v ・溶液 で 處 理 され neez ζは 直 ちに 受 精 力 を

失 ふ が 少 し酸 度 を減ず る と （pH 　5）急 に受精 率 が 塘 加 して ア ノ
v 力 舛 こ及 び 、

　pH
ユ0附 近 の 溶液 中 に あ つ て 竜或 る時間 内 は爾 ほ良 く受精 す る

。 しか して短 時 聞處

理 され た 卵 で は 其 の 受精 率 の cptimum 　pll は 、 棲 息 して居 た 海水 の pH と一 致
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